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節１学年Ｄ級（男子20鍋，女子20名）

臘騨讃Ⅷ㈱'麟曾
１単元魁かな表現の工夫

２目標

○曲想や旋律から情景を想像する活動を通して，意欲的に鑑賞する態度を育てる。

○楽曲の伴奏と情景の関連性を理解し，自分なりの表現の工夫ができるようにする。

○比較鑑賞により、情｣ｉｔや遜場人物の心理を表現するための工夫を理解する能力を育てる。

○詩と音楽の組み合わせによる過かな爽現を味わいながら雌憐ができるようにする。

３指導観

○本単元は，学習指導要領の第１学年の鑑賞の内容(1)一ア「音楽を形づくっている要素や構造と曲想とのか

かわりを感じ取って聴き，言葉で説明するなどして，音楽のよさや美しさを味わうこと」をねらいとして設

定したものである。音楽の構成要素とは，音色，リズム，旋律，形式，テクスチユア，などのことであり，

それらの榊成要素における工夫はその楽１１１１狐Ｉﾖの1111畑を生み出すものである。したがって，その工夫につい

て理解し，感じ取りながら鑑徴することはその楽IlUIの良さを味わうことにつながる。

本教材である「魔王」（ゲーテ作詞シューベル1､作曲）は，シューベルト１８歳の時の作品である。この

「魔王｣には他の作曲家も曲をつけているが,その中でも最も有名なのがシューベルトのものである。シュー

ベルトは歌曲王とも言われ，４'三糠で6001111以上にのぼる歌曲を作}M1しており，特に詩のもつ世界をピアノ.伴

奏で表現するという点において大変優れた作１１１１家である。「魔王」でも馬の疾走する様子を巧みに表現する

噸ど様々な工夫が見られ，悩紮と脅楽を関迦させてIMMくことが溶易である。また，Ｗｆ段あまり意職すること

のない伴奏の効果についても学ぶことで，鑑蝋活動のみでなく，合唱活動においてもよりその楽libの良さを

感じ取る能力を縫うことができると考えられる。さらに，「臓王」は独唱曲であるので，独唱の魅力やバリ

トンの豊かな響きを感じ取ることもできる楽lMlである。

○本学級の生徒は，今までにオーケストラの畿現や柵きをＩＭﾐｵつい，その情磯を思い浮かべながら艦賞する学

習は行っている。しかし，ＭＭｌ１の鑑徽は今１戸1が初めてであり，詩と音楽の結びつきから楽曲の雰囲気をつか

むことや，ピアノ伴奏が楽1111全体に与える効果を感じ取ることはこれからの学習によるところが大きい。本

単元で，蝋かな表現の工夫を様々な視点から分析し，感じ取る能力を養うことが必要であると考える。

○本単元の学習では，まず前半の学習では「魔王」の伴奏についての学習を中心に，情鐡と音楽を関連さ

せて聴くことや，ピアノ伴奏の役割についての理解を深めていきたい。それにより，作曲家は伴奏という普

段あまり意撤して聴くことない部分にまで様々な工夫をしており，伴湊とはその詩の持つ世界を形作る要素

の一つであることを螺解させたい。また，実際にIﾖ分なら伴奏をどのように工夫をするか考えることで，自

分なりの表現の工夫ができる能力を育てたい。後半の学習では，シューベルト以外の作曲家による「魔王」

と比較鑑蝋をすることにより，同じ詩でも音楽によって受ける印象が違うことに気付かせたい。また，どの

作曲家もそれぞれ趣向を凝らした工夫をしていることから，表現の多様さについても興味を持たせたい。さ

らに，独唱曲であることから，その1Mi力や表現力の蝋かさについても理解させ，豊かな声の響きを味わいな

がら鑑賞が出来る能力を養い，音楽表現の耐ｌｔ１さや可能性に結び付けていくために，本単元を設定した。

４教材「魔王」
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